
　
横断歩道橋補修システム



　　　

　　　

　　　●　　　　　　（紫外線硬化型FRPシート）とは

　硬化前のFRPで、紫外線（太陽光）に当てるだけで硬化します。

・硬化したe-シートは、耐食性・耐衝撃性に優れた強靭な防食層を形成します。

　　※e-シートは、スチレン（特定化学物質）やVOC（揮発性有機化合物）を含まない環境にやさしい製品です。

　　 

・エポキシアクリレート（ビニルエステル）樹脂とガラス繊維をあらかじめシート化させた

断面図

特長

横断歩道橋補修システムとは

塗装劣化や鋼材のサビ、腐食が進行した横断歩道橋の蹴上げ部・ささら部補修を

（紫外線硬化型ＦＲＰシート）を用いて、施工性よく安定した品質により、
長寿命化することを目的とした補修システムです。

優れた施工性

● 横断歩道橋補修に最適なシートサイズになっています。

● 横断歩道橋補修に最適な照射器で、効率よく硬化できます。

● シートを貼るだけの作業なので、専門資格が無くても施工可能です。

安定した品質

● シートは工場で製造した製品のため、厚みのムラやピンホールがありません。

● シートを貼ることで、厚み１．５ｍｍのＦＲＰ防食が行えます。

安全性

● 現場での樹脂配合が必要ありません。

● 現場での溶接作業等は必要ないので、火気の使用はありません。

硬化前の
（グミ状の柔らかい状態）
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ささら部

鋼板　不陸調整 鋼板　穴あき補修

蹴上げ部
おもて面

蹴上げ部
うら面

適用箇所 補修前 補修後

適用箇所と補修例

補修後 断面図（イメージ）

①
②

③
①②

③

※鋼板両面に を貼る

①

③

下地処理材：サビシャット

不陸調整材：MGパテ #7GA②

③

①

④ 保護塗料

④

④

④
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⑥　塗装・完成

指定された保護塗料を塗布する。

※硬化後、上面に残った赤色フィルムを剥がして、すぐに塗装が
　 行えます。（ケレンやプライマーは必要ありません）

シートと鋼板の間に空気が入らないよう、シート端部から
ヘラ等で密着させ、はがしマーク付きフィルムを少しずつ
剥がし、シートを貼り付ける。

⑤　紫外線照射

紫外線照射器を用いて　　　　　　を硬化させる。

※硬化時間の目安：ライトからの距離10cm以内で20分～40分

③　不陸調整

下地の腐食が酷く、凹凸や穴がある場所には不陸調整材
（ＭＧパテ）で不陸調整を行い、平らにする。
※不陸調整材（MGパテ＃７ＧＡ）　硬化時間：60分～90分

④　紫外線硬化型FRPシート　貼付け

（養生）
　　　　　　　が紫外線に当たると硬化するため、
　　直射日光が当たらないようにしっかりと養生する。

①　鋼板部　下地処理（ケレン）

浮き錆を落とし、ケレンを行う。
（3種ケレン以上推奨）

②　プライマー塗付

下地処理材（サビシャット）を塗布する。
※塗付量：0.1kg/㎡以上　乾燥時間：30分～60分

うら面

施工手順
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　　主材
　　　＜横断歩道橋補修用　　　　　　　＞

エポキシアクリレート（ビニルエステル）樹脂

　　　　※上記サイズ以外に、現場に合わせた任意のシートサイズでの提供が可能です。
　　　 

　　副資材
　　　＜下地処理材＞

塗布形素地調整軽減剤：サビシャット

用途

金属

　　　＜不陸調整材＞
ガラス入り充填（不陸調整）用パテ：MGパテ＃７GA

用途

金属

硬化剤

※パーメック®は日油株式会社の登録商標です

　　　＜保護塗料＞
保護塗料（トップコート）

　一般的な屋外用塗料をご使用ください。

MGﾊﾟﾃ#7GA 20kg

パーメック®N　1KG 1kg

品番 容量

DNTｻﾋﾞｼｬｯﾄ2.4KG 2.4kgセット（A液：2.0kg、B液：0.4kg）

品番 容量

ES-600T
ささら部用 (呼び厚み)

1.5mm
500mm×1000mm

蹴上げ部用 250mm×850mm

品番 用途 厚み
サイズ　　

幅　×　長さ　　　

商品一覧
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　　ツール
　　　＜横断歩道橋専用　紫外線照射器＞

＜横断歩道橋用 紫外線照射器の伸縮状況と照射範囲＞

＜ささら部　入り隅用 紫外線照射器＞

伸縮状況 照射範囲（シート硬化面積）

横断歩道橋用 100V
長さ：1400mm～2300mm（可動式）
幅：300mm　　重さ：　約6kg

ささら部　入り隅用 100V
長さ：300mm
幅：10mm　　重さ：　約0.1kg

品名 定格入力電源 寸法・重量

350mm

1400mm

350

mm

2300mm

使用状況使用状況
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　　仕様

　　物性

（注１）下地調整：サンドブラスト　プライマー：サビシャット
（※）全ての物性値は試験による代表値であり、参考値です。保障値・規格値ではありません。

　　硬化時間

4月～9月

10月～3月

 紫外線蛍光灯（照射器）  ライトからの距離10cmで2,000μW/㎠以上 20分～40分

紫外線を発する光源 紫外線強度の目安 硬化時間

 太陽光
 晴天時の直射日光
 ※曇天時は硬化不良になる
    恐れがあります。

15分～30分

20分～40分

 保存期間  冷暗所保管（25℃以下）で3ヶ月

 使用可能温度  -30℃～150℃

 耐薬品性  耐薬品性ガイドライン参照

 形状  板状、ロール状（任意サイズにカット可能）

 硬化後の厚み  1.5mm

 耐油性  石油、植物油　使用可能

 耐候性  3000時間　促進暴露試験にて強度変化なし

 成分
 エポキシアクリレート樹脂（ビニルエステル樹脂）
 ※ノンスチレンタイプ

 ガラス含有率  約30%

 比重  1.5

技術資料

項目 規格名 試験結果
 引張強さ  JIS K 7164  77.7MPa

 引張弾性率  JIS K 7164  7.7GPa

 曲げ強さ  JIS K 7017  193MPa

 曲げ弾性率  JIS K 7017  9.8GPa

 シャルピー衝撃強さ  JIS K 7111-1  59kj/㎡

 電気絶縁性  JIS C 2110-1  42.7kV/mm

 引張せん断接着強さ  JIS K 7054  73MPa(FRP材料破壊)

 線膨張係数  JIS K 7197（TMA法）  2.32×10-5/℃

 燃焼性試験  JIS A 1322  鋼板貼付　防炎1級

 バーコル硬度  JIS K 7060  54

 耐摩耗性  JIS K 7204  113mg

 荷重たわみ温度  JIS K 6911  280℃以上

 Ｆ★★★★基準  JIS A 1460  Ｆ★★★★適合

 付着力試験 (注1) －  SS400　7.6MPa

 適合

 適合

 適合

 4VOC放散基準

 （建材からのVOC放散速度基準）

 厚生省告示第370号

 「食品、添加物等の規格基準」

 日本水道協会規格

 JWWA K-149(2004)

 JIS A 1901

食品衛生法 合成樹脂製の器具

または容器包装 一般規格基準

 水道用コンクリート水槽内面

FRPライニング材料
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ES-180123

פֿ ￼ḭ ףּ ḱSDS ףּ שּ Ḯךּאל פּ ︡ ךּ ḭ ךּ Ḯ

ṥ Ṧ

ḱ ︣ ךּ ḭ ︣ ךּ שּ Ḯךּאל

ḱ ךּ ︡ ךּ שּ Ḯךּאל

ḱ ףּ ḭ שּ Ḯךּאל

ḱ ḭ Ṋ Ṋ Ṋ Ṋ Ṋ ṇ ︡ ךּ שּ Ḯךּאל

ḱ ךּ ךּ לּ ︡ḭ ︢ ḭ ḭ

︡ שּ Ḯךּאל

ḱ ךּ ךּצּלḭּךּ שּ Ḯךּאל

ḱ וֹ לּ ︡ שּ Ḯךּאל

ḱ ḭ ḭ ḭ לּ פּ וֹ︠ שּ ḮṨךּאל Ḯ

ṥ Ṧ

ḱ כֿ Ḯ

ḱ ︡ ḭ ︡ḭ ︡ ךּ︣ אל כֿ Ḯ

ḱ צּ ךּ ḭ ḭ אלוֹ כֿ Ḯ

ḱ ︣ צּ ḭ ḭ אלוֹ כֿ Ḯ

ḱ ḭ ḭרּ︣︣ ḭ אלוֹ כֿ Ḯ

ḱ ḭ שּ ḭךּ ḭ אלוֹ כֿ Ḯ

ḱ ︡ ḭ ḭךּ צּ אל

כֿשּ Ḯ

פֿ ￼ ףּ שּ Ḯךּאל

ṥ Ṧ

ḱ ︣ כֿ Ḯ

ḱ ḱאל פּ ︣ כֿ Ḯ

ḱ וֹ כֿ Ḯ

ḱ 30ṹ אל אל כֿךּ Ḯ

ṥ Ṧ

ḱ ḭ וֹ

︣ כֿ Ḯ

ṥ Ṧ

ḱ קּ וֹ שּ ךּ שּ Ḯךּאל

ḱ ḭ ṇ ḭאל ︣Ḯ

ḱ1 ḭ ṇ ễỲỲ ︡ שּ ḮễỲỲךּאל נּ ︡ ךּ

1 ḭ ︡ שּ Ḯךּאל

ḱ ḭ נּ ךּ לּ פֿ שּ Ḯךּאל ḭ

אל טּצּ ︣Ḯ ︡ ḭ ︣ לּ ︡ שּ Ḯךּאל

ḱ ︡ ︣Ḯ פֿ שּ Ḯךּאל

ḱ טּ Ḯ ךּ שּ Ḯךּאל

ḱ פּ ךּ כֿ ︡ ḭּך ￼ ︡ ךּ לּ ︡ שּ Ḯךּאל
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